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評価コメント 

 本研究は、急激な少子高齢化に伴って、日本社会の階層構造がどのように変化しつつあるのかを、

「社会階層と社会移動全国調査（SSM調査）」の第７回調査と、中高年・若年を区別したパネル調査

により解明することを目的としている。 

 既に中高年パネル調査（第３ウェーブ）、３回のプレ調査、第Ⅰ期SSM調査を実施し、現在、第Ⅱ

期SSM調査を実施中で、当初の計画どおり順調に進んでいる。特に、職業生活から離れた高齢層を新

たにSSM調査の対象に加えた点について、理論面・実証面での検討を加えながら研究が進められてい

ることが確認できた。また、３回実施されたプレ調査によってサンプリング時期と実施時期とのズレ

の影響の検討や、面接票・留置票の作成・配付の方法を工夫したりするなど、調査の実施にあたって

の工夫も随所に見られた。調査の企画・実施からデータの整理・分析まで時間がかかるのは、この種

の研究でやむを得ないことだが、研究チームは調査の企画・実施と並行して、連続する過去の調査デ

ータや諸研究を活用しながら社会移動・社会階層研究に関する新しい知見を生み出しつつあり、それ

らは、本研究で実施する調査の分析のための理論的・実証的な基盤となるものといえる。日本の社会

移動・社会階層研究の研究水準を高める牽引的なプロジェクトとして十分に期待できる。 

 
 
 

 


